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８
月
３
日
の
「
き
て
き
ち

の
歩
行
者
天
国
・
コ
ン
バ
ン

ワ
市
」
を
皮
切
り
と
し
て
、

４
日
に
は
大
囃
祭
、
16
日
の

新
津
松
坂
流
し
、
19
～
21
日

の
屋
台
ま
つ
り
、
堀
出
神
社
例

大
祭
と
続
き
、
今
年
も
一
か

月
間
、
新
津
の
ま
ち
は
ア
ツ

く
な
り
ま
す
。

　　

に
い
つ
夏
ま
つ
り
の
幕
開

け
は
、

か
ら
。

　

昭
和
の
半
ば
よ
り
始
ま
っ

た
新
津
商
店
連
の
伝
統
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
新
津
本
町
通
り

を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、
ゲ
ー

ム
、
フ
リ
マ
、
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
等
（
予
定
）が
開
催
さ
れ
ま

す
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は

一
中
合
唱
部
や
歌
手
の
方
の

ラ
イ
ブ
、
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
次
に
、

が

続
き
ま
す
。

　

19
日
か
ら
の
屋
台
ま
つ
り

本
番
を
前
に
、
各
町
内
の
お

囃
子
が
集
い
、
練
習
の
成
果

を
堀
出
神
社
神
楽
殿
に
て
披

露
し
ま
す
。
お
囃
子
の
ほ
か

神
楽
の
演
舞
も
あ
り
、
伝
統

芸
能
を
継
承
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え
る
機
会
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内
ご

と
の
お
囃
子
は
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
が
あ
り
、
競
演
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
盤
は
歴
史
と
伝
統
あ
る

で
す
。

　

足
の
運
び
に
舞
楽
能
の
要

素
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

大
変
由
緒
あ
る
流
し
で
す
。

浴
衣
や
編
み
笠
の
正
装
か
ら

普
段
着
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
、
仮
装
ま
で
何

で
も
ご
ざ
れ
で
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
大
人
数
が
並
ん

で
舞
う
姿
は
圧
巻
で
す
。

　
　
　

　

真
打
ち
は
、
新
津
の
総
鎮

守
「
堀
出
神
社
」
の
大
祭
、

な
か
で
も

で
す
。

　

現
在
一
番
古
い
屋
台
は
１

５
０
年
以
上
前
の
江
戸
時
代

末
期
の
建
造
で
す
が
、
ま
つ

り
当
日
に
は
七
台
の
煌
び
や

か
な
屋
台
が
区
内
中
心
部
を

練
り
歩
き
ま
す
。

　

各
町
内
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
台

の
違
い
な
ど
を
見
比
べ
る
の

も
一
興
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
各
町
内
で
継
承

さ
れ
て
き
た
伝
統
あ
る
神
楽

舞
や
た
る
み
こ
し
が
、
華
麗

に
勇
壮
に
新
津
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

　

屋
台
ま
つ
り
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
七
台
あ
お
り
は
壮
観
の
一

語
に
尽
き
ま
す
。
同
時
に
こ

の
祭
り
を
地
域
を
あ
げ
て
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

確
信
さ
せ
る
新
津
の
華
で
も

あ
り
ま
す
。

　

毎
年
の
事
と
は
い
え
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
夏
ま
つ
り

を
開
催
で
き
る
こ
と
は
地
域

の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
今
年
も

楽
し
い
夏
ま
つ
り
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。
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協
会

　

７
月
23
日

（火）
～
７
月
24
日

　
（水）
に
、
に
い
つ
ま
ち
づ
く
り

会
議　

交
流
人
口
拡
大
分
科

会
に
て
、
視
察
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

視
察
目
的
は
、
８
月
の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
準

備
中
の
「
銀
座
新
潟
情
報
館

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
」

の
見
学
と
、
神
奈
川
県
の
江

ノ
島
で
毎
年
夏
休
み
期
間
中

に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
江

の
島
灯
篭
ま
つ
り
」
の
現
地

視
察
で
す
。

　

最
初
の
視
察
先
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
で
は
、

田
中
館
長
よ
り
館
内
を
ご
案

内
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
を
中
心
に
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
か
ら
は
、
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
の
施
設

活
用
に
つ
い
て
、
秋
葉
区
を

ど
う
Ｐ
Ｒ
で
き
る
か
分
科
会

で
検
討
し
て
い
こ
う
と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
神
奈
川
県
藤
沢

市
に
移
動
し
「
江
の
島
灯
篭

ま
つ
り
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
担
当
者
で
あ
る
江

ノ
島
電
鉄
の
村
上
様
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
成
り
立
ち
や
、

来
場
者
の
反
応
、
灯
篭
の
仕

様
等
に
つ
い
て
、
事
細
か
に

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
視

察
参
加
者
か
ら
は
、
地
元

の
協
力
体
制
に
つ
い
て
や

保
管
場
所
を
ど
の
よ
う
に

確
保
し
て
い
る
の
か
な
ど
、

具
体
的
な
質
問
相
次
ぎ
、

積
極
的
な
意
見
交
換
を
行

う
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
鎌
倉
駅

周
辺
に
あ
る
２
つ
の
観
光

案
内
所
を
視
察
し
た
後
、

市
内
の
観
光
施
設
等
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

視
察
終
了
後
、
参
加
者

の
方
々
か
ら
は 

｢

大
変
有
意

義
な
視
察
研
修
と
な
っ
た｣

 
と
の
声
を
多
く
頂
き
ま
し
た
。

　

交
流
人
口
拡
大
分
科
会
で

は
、
今
回
の
視
察
で
得
た
経

験
と
知
識
を
活
か
し
、
秋
葉

区
の
地
域
振
興
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

に
い
つ
ま
ち
づ
く
り
会
議

     

交
流
人
口
拡
大
分
科
会

            

視
察
研
修
会
を
実
施


